
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

記念号
号

大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
き
て
ね
�

　
晴
れ
空
の
下
、
サ
ケ
・
マ
ス
稚
魚
放
流
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
�

　
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
と
声
を
か
け
、
流
れ
る
稚
魚
に

手
を
振
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
�

訓
練
を
重
ね
安
全
・
安
心
な
町
に

2
0
1
4

N
o.1
1
1

６
月
号

　
新
し
く
動
き
出
し
た
深
浦
消
防
署
。
最
新
設
備
の

訓
練
塔
で
は
、
消
防
署
員
が
地
上
1
0
ｍ
の
高
さ
で
救

出
訓
練
を
実
施
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
べ
く

鍛
錬
を
重
ね
て
い
ま
す
。
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12
月
号

No.177

（
上
段
左
か
ら
）

　
ま
つ
し
た
　
し
ゅ
ん
た
く
ん
（
５
さ
い
）

く
ど
う
　
い
り
ゅ
う
く
ん
（
６
さ
い
）

　
は
せ
が
わ
　
そ
う
た
く
ん
（
６
さ
い
）

　
お
　
　
の
　
こ
う
た
ろ
う
く
ん
（
６
さ
い
）

（
下
上
段
か
ら
）

　
や
ま
ざ
き
　
え
み
り
さ
ん
（
４
さ
い
）

　
こ
ば
や
し
　
さ
　
　
ら
さ
ん
（
４
さ
い
）

　
や
ま
ざ
き
　
は
　
　
な
さ
ん
（
３
さ
い
）

ふ
く
だ
　
れ
　
　
ん
く
ん
（
３
さ
い
）

　
か
わ
む
ら
　
き
ず
な
さ
ん
（
４
さ
い
）

銀
杏
保
育
園
の
な
か
よ
し
た
ち

ウ
ェ
ル
カ
ム
　
サ
ン
タ
さ
ん

こ
れ
が
日
本
一

　
冷
え
込
み
と
共
に
色
づ
き
始
め
た
北
金
ヶ
沢
の
大

イ
チ
ョ
ウ
。
日
中
は
煌
び
や
か
に
、
夜
は
ラ
イ
ト
に

灯
さ
れ
妖
艶
に
変
化
す
る
イ
チ
ョ
ウ
は
、
ま
さ
に
日

本
一
の
姿
で
し
た
。

こ
ん
な
に

元
気
で
す
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
な
園
児
達
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

◆
対
象
◆
令
和
２
年
１
月
に
１
～
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
町
内
在
住
の
子

◆
掲
載
内
容
◆
子
供
の
写
真
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
保
護
者
名
（
※
広
報
に
は
掲
載

し
ま
せ
ん
）、
住
所
（
地
区
の
み
）、
お
子
さ
ん
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ（【
例
】「
大
き
く

育
っ
て
ね
！
」
な
ど
）

◆
応
募
方
法
◆

郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
：
プ
リ
ン
ト
し
た
子
供
の
写
真
1
枚
に
①
子
供
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）
②
生
年
月
日
③
性
別
④
住
所
⑤
保
護
者
名
⑥
電
話
番
号
⑦
お
子
さ
ん
に
一

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
た
も
の
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
の
場
合
：
件
名
に
「
こ
ん
な
に
元
気
で
す
」
と
記
入
し
、
本
文
に
上
記
①
～

⑦
を
記
入
の
う
え
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
◆
今
月
の
末
日
。

□
問
合
せ
先
□

〒
0
3
8
-2
3
2
4
　
大
字
深
浦
字
苗
代
沢
8
4
-2
　
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係
　

T
E
L
　
7
4
-2
1
2
2
（
直
通
）
　
　
　ko
u
h
o
u
@
to
w
n
.fu
kau
ra.lg

.jp

★
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、誕
生

日
を
迎
え
た
チ
ビ
ッ
コ
達

を
ご
紹
介
し
ま
す
★

（
　
　
　
）

藤
田
　
朔
叶
く
ん （
３
歳
）

父
　賢
太
郎
さ
ん
　
　
　
　

母
　汐
　
子
さ
ん
柳
　
田

さ
く
と

■
■
■
広
報
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２
月
号

No.179

（
左
か
ら
）

　
た
け
う
ち
　
ゆ
う
ひ
　
く
ん
（
６
さ
い
）

　
や
ま
も
と
　
み
る
と
　
く
ん
（
６
さ
い
）

な
り
た
　
ゆ
　
う
　
く
ん
（
５
さ
い
）

い
し
た
　
あ
お
い
　
さ
ん
（
６
さ
い
）

　
お
さ
な
い
　
ゆ
い
な
　
さ
ん
（
６
さ
い
）

か
ま
た
　
は
る
き
　
く
ん
（
６
さ
い
）

よ
し
た
　
ら
い
む
　
く
ん
（
６
さ
い
）

み
よ
し
保
育
園
の
な
か
よ
し
た
ち

「
心
の
中
の
お
に
を
や
っ
つ
け
よ
う！」

つ
か
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
！

　
２
月
３
日
の
節
分
で
青
い
鳥
保
育
園
に
て
行
わ
れ

た
豆
ま
き
会
。
頑
張
っ
て
豆
を
ま
い
た
の
に
赤
鬼
に

つ
か
ま
っ
て
し
ま
い
、
こ
わ
く
て
横
を
見
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
に

元
気
で
す
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
な
園
児
達
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

３
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

◆
対
象
◆
令
和
２
年
３
月
に
１
～
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
町
内
在
住
の
子

◆
掲
載
内
容
◆
子
供
の
写
真
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
（
地
区
の
み
）
、
生
年

月
日
、
お
子
さ
ん
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
【
例
】
「
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」
な
ど
）

◆
応
募
方
法
◆

郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
：
プ
リ
ン
ト
し
た
子
供
の
写
真
1
枚
に
①
子
供
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
②
生
年
月
日
③
性
別
④
住
所
⑤
保
護
者
名
（
広
報
に
は
掲
載
し
ま
せ

ん
）
⑥
電
話
番
号
⑦
お
子
さ
ん
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
た
も
の
を
添
え
て
く

だ
さ
い
。

メ
ー
ル
の
場
合
：
件
名
に
「
こ
ん
な
に
元
気
で
す
」
と
記
入
し
、
本
文
に
上
記
①
～

⑦
を
記
入
の
う
え
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
◆
今
月
の
末
日
。

□
問
合
せ
先
□

〒
0
3
8
-2
3
2
4
　
大
字
深
浦
字
苗
代
沢
8
4
-2
　
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係
　

T
E
L
　
7
4
-2
1
2
2
（
直
通
）
　
　
ko
u
h
o
u
@
to
w
n
.fu
ka
u
ra
.lg
.jp

★
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、誕
生

日
を
迎
え
た
チ
ビ
ッ
コ
達

を
ご
紹
介
し
ま
す
★

中
村
　
心
優
く
ん

（
大
間
越
）
H
2
8
／
２
／
2
7
生

「
わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
く
ん
♪
」

し
ゆ
う

阪
﨑
　
　
凱
く
ん

（
風
合
瀬
）
H
2
9
／
２
／
７
生

「
わ
が
家
の
食
い
し
ん
坊
　
」

が
い

川
添
　
楓
果
ち
ゃ
ん

（
岩
崎
上
）
H
3
0
／
２
／
2
2
生

「
い
っ
ぱ
い
甘
え
て
ね
☆
」

ふ
う
か

島
川
由
宇
里
ち
ゃ
ん

（
６
区
）
H
3
1
／
２
／
2
4
生

「
毎
日
笑
顔
で
い
よ
う
ね
！
」

ゆ
う

り

■
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９
月
号

No.174

（
左
か
ら
）

　
さ
さ
も
り
　
し
ゅ
う
と
く
ん
（
５
さ
い
）

や
ま
ね
　
い
り
な
さ
ん
（
５
さ
い
）

は
ら
た
　
ひ
び
き
く
ん
（
５
さ
い
）

　
い
わ
も
と
　
り
　
　
あ
さ
ん
（
５
さ
い
）

あ
き
ほ
　
は
る
ち
か
く
ん
（
５
さ
い
）

き
ら
ら
保
育
園
の
な
か
よ
し
た
ち

「
楽
し
み
だ
な
　
運
動
会
」

2
0
1
9

N
o.1
7
4

９
月
号

祝
！
成
人
式

　
晴
れ
空
の
下
、
令
和
初
と
な
る
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
学
校
は
違
え
ど
共
に
汗
を
流
し
戦
っ
た

球
児
た
ち
。
大
人
と
な
っ
た
今
、
あ
の
頃
の
思
い
出

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
に

元
気
で
す
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
な
園
児
達
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

1
0
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

◆
対
象
◆
令
和
元
年
1
0
月
に
１
～
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
町

内
在
住
の
子

◆
掲
載
内
容
◆
子
供
の
写
真
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
保
護
者
名

（
父
母
）、
住
所（
地
区
の
み
）

◆
応
募
方
法
◆

郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
：
プ
リ
ン
ト
し
た
子
供
の
写
真
１
枚
に

①
子
供
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
生
年
月
日
③
性
別
④
住
所
⑤
保

護
者
名
（
父
母
）
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の
を
添
え
て
く
だ

さ
い
。

メ
ー
ル
の
場
合
：
件
名
に
「
こ
ん
な
に
元
気
で
す
」
と
記
入
し
、

本
文
に
上
記
①
～
⑥
を
記
入
の
う
え
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
◆
今
月
の
末
日
。

□
問
合
せ
先
□

〒
0
3
8
-2
3
2
4
　
大
字
深
浦
字
苗
代
沢
8
4
-2
　

総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係
　

TE
L　
7
4
-2
1
2
2
（
直
通
）

ko
uho
u@
to
w
n.fukaura.lg.jp ★

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、誕
生

日
を
迎
え
た
チ
ビ
ッ
コ
達

を
ご
紹
介
し
ま
す
★

（　　　）山本凪咲ちゃん（５歳）

父光洋さん　　　　 母千愛さん風合瀬

なぎさ

（　　　）大川海惟ちゃん（１歳）

父昭裕さん　　　　 母雅さん北金２区

かいり

お
い
し
い
お
も
ち
に
な
ー
れ

　
み
は
る
保
育
園
で
行
わ
れ
た
収
穫
祭
。
お
い
し
い

お
も
ち
に
な
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て
も
ち
つ
き
を

頑
張
り
ま
し
た
。

2
0
1
3

N
o.0
9
4

1
月
号

小
さ
な
学
校
の
大
き
な
快
挙！

2
0
1
4

N
o.1
1
3

８
月
号

　
強
豪
校
を
次
々
と
破
り
、
県
中
学
校
夏
季
体
育
大

会
女
子
団
体
で
初
優
勝
し
た
岩
崎
中
学
校
卓
球
部
。

熱
い
夏
を
過
ご
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
東
北
大
会
で
の

健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

「
深
浦
の
玉
三
郎
」
参
上

　
８
回
目
を
数
え
た
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
。
地
元
の
玉
三
郎

が
登
場
す
る
と
、
本
家
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
大
声
援
が
送

ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2
0
1
3

N
o.1
0
5

12
月
号

夜
空
に
咲
く
大
輪
の
華

2
0
1
4

N
o.1
1
4

９
月
号

　
雨
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
「
深
華
」
。
陽

が
沈
む
頃
に
は
す
っ
か
り
上
が
り
、
お
盆
の
帰
省
客

や
多
く
の
町
民
が
見
つ
め
る
中
、
漆
黒
の
空
に
次
々

と
大
輪
の
華
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

●
農
水
産
物
加
工
場
が
始
動

●
若
い
世
代
へ
伝
統
を
継
承

●
カ
ブ
ト
ム
シ
観
察
園
オ
ー
プ
ン

レ
ー
ス
前
に
バ
ラ
ン
ス
確
認
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
）

N
o.0
8
9

8 2
0
1
2

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
  ☎
7
4
－
2
1
1
1（
内
線
2
3
7
）深
浦
町
U
R
L  http://w

w
w
.tow

n.fukaura.lg.jp/

郷
土
料
理
の
魅
力
を
伝
え
る

2
0
1
4

N
o.1
0
8

３
月
号

　
郷
土
料
理
の
作
り
手
と
い
え
ば
、
白
神
地
産
地
消
の
会
。

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
試
食
に
加
え
、
３
分
ク
ッ
キ

ン
グ
「
カ
ワ
ハ
ギ
の
と
も
和
え
」
も
、
作
り
方
が
わ
か
り

や
す
い
と
好
評
で
し
た
。

懐
か
し
い
映
像
に
笑
顔
と
歓
声
（
深
浦
町
成
人
式
）

●
深
浦
町
成
人
式

●
各
地
で
ね
ぶ
た
運
行

●
深
浦
じ
ゃ
ら
ん
創
刊

主
▪
な
▪
話
▪
題

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
0
1
1

9N
o
.0
7
8

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
 編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
 ☎
7
4
－
2
1
1
1（
内
線
2
3
7
）
深
浦
町
U
R
L
 h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.fu
k
a
u
ra
.lg
.jp
/

陽
光
を
浴
び
て
ふ
か
う
ら
雪
人
参
を
収
穫

●
深
浦
町
消
防
団
出
初
式

●
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

●
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介

主
▪
な
▪
話
▪
題

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
0
1
2

2N
o
.0
8
3

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
 編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
 ☎
7
4
－
2
1
1
1（
内
線
2
3
7
）
深
浦
町
U
R
L
 h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.fu
k
a
u
ra
.lg
.jp
/
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５
月
号

No.194

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始

　
一
般
高
齢
者
を
皮
切
り
に
、
４
月
3
0
日
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

正調運動会の

見方・楽しみ方

春らんまん。華やかな季

節をむかえました。

間もなく、小中学校でも

運動会・体育祭が真っ盛り

です。ご家族の皆さんには、

子どもの足の速い・おそい

や勝ち負けにとらわれ過ぎ

ず、さまざまな角度から見

たり楽しんだりしてほしい

と思います。

今回は、運動会・体育祭

の見方・楽しみ方を提案し

てみます。

①他の子と比べるべからず

他の子と結果を比べて親

が嘆いたところで、子ども

にはどうしようもありませ

ん。他より勝っていること

より、これまで精一杯努力

してきたこと、今目の前で

力の限り闘っていることこ

そが尊いのです。

前の日に、親が「人に勝

てなんて言わない。おまえ

が全力で走る姿を見るだけ

で満足だ」なんて言えたら

ステキですね。

一等賞ももちろん尊い、

でも一等賞より尊いビリだ

ってあるのです。

②隠れたドラマを見逃さない

見どころは、徒競走や障

害走だけではありません。

出場種目以上に、応援など

のパフォーマンス合戦、団

体競技の作戦、行進やラジ

オ体操等に力を注いできた

子だっているのです。

応援歌をあらん限りの声

で歌うわが子のおでこの青

筋、リレーで仲間の名前を

必死で叫ぶ声のかすれ、手

を取り団結を喜び合う家で

見せたこともないような笑

顔…。
ちょっとした瞬間に、こ

れまでの子どもの努力が見

えて胸が熱くなるような成

長ドラマが隠れているので

す。それを見逃さないこと

こそ、親のだいご味だと思

います。

③撮影に没頭するべからず

子どもの成長をリアルタ

イムで感じることを大事に

したいもので

す。
子どもの成

長を記録に残

しておきたい

と思うのも親

心でしょう。

でも、カメラ

やビデオの液

晶画面に映る

のは、しょせ

ん切り取られた現実の一部

に過ぎません。画面に気を

とられ過ぎると、せっかく

の「隠れたドラマ」を見逃

してしまうことにもなりか

ねません。

三脚は手元に備え置き、

あとは肉眼でリアルタイム

で見た方が、感動はよほど

胸に迫ってくるはずです。

ハバをとり過ぎると競技

の邪魔になりますし。

以上三点、図々しく提案

します。

まだまだ続くコロナ禍。

限られた条件下ですが、ご

家族も力いっぱいお楽しみ

ください。

（教育長草創文人）

草創教育長の

　　
「今月の一枚」

（
左
か
ら
）

　
や
ま
も
と
　
ゆ
い
の
さ
ん
（
６
さ
い
）

　
に
い
お
か
　
は
な
こ
さ
ん
（
５
さ
い
）

よ
な
が
　
い
っ
さ
く
ん
（
５
さ
い
）

　
や
ま
も
と
　
す
　
　
ず
さ
ん
（
６
さ
い
）

　
や
ま
ざ
き
　
ゆ
　
　
い
さ
ん
（
５
さ
い
）

　
さ
か
ざ
き
　
み
か
ぜ
さ
ん
（
５
さ
い
）

　
さ
く
ら
い
　
り
ゅ
う
し
ょ
う
く
ん
（
５
さ
い
）

み
は
る
保
育
園
の
な
か
よ
し
た
ち

「
大
き
く
な
～
れ
」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
な

園
児
達
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
に

元
気
で
す
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お

誕
生
日
を
迎
え
た
チ
ビ
ッ

コ
達
を
ご
紹
介
し
ま
す

松
沢
　
小
春
ち
ゃ
ん

（
３
区
）
H
2
9
／
５
／
１
生

「
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
大
好
き
だ
よ
♥
」

こ
は
る

三
浦
　
梛
月
く
ん

（
風
合
瀬
）
R
２
／
５
／
1
2
生

「
我
が
家
の
め
ん
ち
ょ
こ
宝
っ
こ
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
♥
」

な
つ
き

西
﨑
　
　
椛
ち
ゃ
ん

（
横
磯
）
R
２
／
５
／
1
6
生

「
我
が
家
の
め
ご
!!い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
」

も
み
じ

2
0
2
1

N
o.1
9
4

５
月
号
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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町

編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

４月号
No.193

（左から）

　こばやし　さ　　らさん（５さい）

　やまざき　は　　なさん（５さい）

ふ く だ　れ　　んくん（５さい）

　お　　の　ゆ い かさん（６さい）

銀杏保育園のなかよしたち

「みんな　なかよし」

2
0
2
1

N
o.1
9
3

４
月
号

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
、ジ
ャ
ン
プ
！

　
町
内
の
高
校
や
各
小
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
涙
や
笑
顔
で
あ
ふ
れ
た
学
び
舎
を
後
に
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
歩
み
始
め
て
い
ま
し
た
。

お
山
自
慢

残
雪
を
頂
い
た
春
先
の
岩
木
山
が
好
き
で
、

毎
年
方
々
に
出
か
け
て
は
絵
に
し
て
い
ま
す
。

数
え
た
ら
十
枚
以
上
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
山
を
か
く
の
？

そ
こ
に
山
が
あ
る

か
ら
（
笑
）
。

残
雪
の
岩
木
山
は
、
ヘ
タ
ク
ソ
が
か
い
て

も
絵
に
な
り
ま
す
。

三
枚
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

一
枚
目
は
弘
前

城
本
丸
か
ら
の
有

名
な
構
図
。
眼
下

に
満
開
の
桜
。
弘

前
で
三
年
間
を
過

ご
し
た
太
宰
治
は
、

小
説
「
津
軽
」
に

「
岩
木
山
は
や
は

り
弘
前
の
も
の
か

も
知
れ
な
い
」
と
、

か
な
り
弘
前
び
い

き
に
書
い
て
い
ま

す
。次

は
、
五
所
川

原
の
土
手
か
ら
。

私
の
友
人
は
、

「
五
所
川
原
の
岩

木
山
は
二
等
辺
三

角
形
。
こ
れ
ほ
ど

端
正
な
形
は
他
か

ら
は
見
え
な
い
」

と
い
ば
り
ま
す
。

最
後
は
わ
が
町
。
千
畳
敷
方
面
か
ら
見
る

と
、
海
の
向
こ
う
に
浮
か
ん
で
威
風
堂
々
と

し
た
た
た
ず
ま
い
で
す
。
弘
前
は
ち
ょ
う
ど

裏
側
な
の
で
、
シ

ル
エ
ッ
ト
も
正
反

対
で
す
。

太
宰
も
岩
木
山

を
「
美
人
」
に
た

と
え
ま
し
た
が
、

五
所
川
原
は
す
ま

し
た
ク
ー
ル
ビ
ュ

ー
テ
ィ
、
こ
ち
ら

は
愛
嬌
あ
る
ぽ
っ

ち
ゃ
り
タ
イ
プ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
毎
日

見
る
な
ら
愛
嬌
あ
る
方
が
い
い
に
き
ま
っ
て

る
、
と
私
も
地
元
び
い
き
で
す
。

誰
し
も
、
ふ
る
さ
と
か
ら
見
え
る
お
山
が

い
ち
ば
ん
な
の
で
す
。

で
も
、
お
ま
え
の
方
は
形
が
い
び
つ
だ
と

か
、
う
ち
以
外
岩
木
山
と
は
認
め
な
い
と
か
、

地
元
愛
が
高
じ
る
あ
ま
り
、
ひ
と
り
よ
が
り

に
他
を
非
難
・
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

困
り
ま
す
。

お
山
自
慢
に
限
ら
ず
、
い
く
ら
地
元
を
自

慢
し
て
も
い
い
、
で
も
他
の
自
慢
に
対
し
て

も
「
そ
れ
も
あ
り
」
と
受
け
入
れ
る
柔
ら
か

さ
が
あ
る
べ
き
で
す
。

某
大
国
の
大
統
領
が
か
つ
て
掲
げ
た
「
〇

〇
フ
ァ
ー
ス
ト
」
も
、
地
元
第
一
主
義
に
か

た
よ
る
あ
ま
り
、
相
当
に
自
己
チ
ュ
ー
で
排

他
的
な
企
て
に
見
え
た
も
の
で
す
。
　
　

「
〇
〇
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
、
子
ど
も
よ
り
大

人
の
方
が
根
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

極
端
な
深
浦
本
町
フ
ァ
ー
ス
ト
、
岩
崎
フ

ァ
ー
ス
ト
、
大
戸
瀬
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
方

に
踊
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
陥
ら
な
い
よ
う
、

公
正
な
教
育
行
政
に
努
め
な
け
れ
ば
。

年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
そ
う
思
い
を

新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

（
教
育
長

草
創

文
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
創
教
育
長
の

　
　「今
月
の
一
枚
」

浴
衣
を
着
て
ヤ
ッ
ト
セ
�

　
８
月
１
４
、
１
５
日
に
津
軽
風
待
ち
湊

ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト
セ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
恒
例
の
ふ
か
う
ら
浴
衣
大
賞
で
は
、
華

や
か
な
浴
衣
を
着
こ
な
し
た
参
加
者
た
ち

が
、
審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
�

2
0
2
1

N
o.2
0
0

11
月
号
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令和元年11月号（２・３ページ抜粋）

令和２年９月号（２・３ページ抜粋）

平成17年４月号（表紙）

令和元年11月号（２・３ページ抜粋）

令和２年９月号（２・３ページ抜粋）

平成25年７月号
（表紙と２ページ抜粋）

令和２年12月号（２・３ページ抜粋）令和２年12月号（２・３ページ抜粋）

　皆
さ
ん
の
声
を
広
報
紙
で
発
信

　
平
成
17
年
３
月
31
日
に
旧
深
浦
町
と
旧
岩
崎
村
が
合
併
し

「
新
深
浦
町
」
が
誕
生
。
合
併
特
集
号
と
し
て
「
広
報
ふ
か

う
ら
」
の
第
１
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
16
年
８
か
月
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
２
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
事
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
を
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
広
報
紙
は
、
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
当

時
の
町
の
取
り
組
み
や
状
況
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で

す
。
今
月
号
で
は
、
広
報
ふ
か
う
ら
に
掲
載
し
た
い
く
つ
か

の
号
を
紹
介
し
、
２
０
０
号
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
広
報
ふ
か
う
ら
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
や
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
発
信

し
て
き
ま
し
た
。
今
も
こ
れ
か
ら
も
、
主
役
は
町
民
の
皆
さ

ん
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
広
報
ふ
か
う
ら
は

　２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
広
報
ふ
か
う
ら
は

　２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
広
報
ふ
か
う
ら
は

　２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た

　
町
で
行
っ
て
い
る
地
域
懇
談
会
（
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
で
は
、
町
長
や
町
関
係
者
が
実
際
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
聞
い
て
、
今
後
の
町
の
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。

最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
て
い
く

た
め
に
実
施
し
、
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

　
深
浦
町
で
は
豊
か
な
自
然
と
観
光
資
源
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
の
時
期
で
し
か
見
ら
れ
な
い
絶
景
や
旬
の
食
材
を
広
報
紙

に
収
め
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
し
た
。

　町
民
が
主
役
の
広
報
紙

　町
の
魅
力
を
発
信

　未
来
の
深
浦
町
を
担
う

　
　
　若
者
へ
広
報
作
成
を
伝
授

　町
の
ニ
ュ
ー
ス
を

　
　
　
　
　
　
　ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
町
内
で
起
こ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
特
集
と
し
て
掲
載
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
４
月
号
掲
載
の
特
集
「
貨
物
船
ア
ン
フ
ァ
ン

号
座
礁
」
で
は
、
座
礁
事
故
発
生
か
ら
約
１
か
月
に
渡
る
活

動
状
況
を
報
告
。
写
真
か
ら
は
作
業
に
苦
戦
す
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
、
合
併
後
、
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
地
元
の
高
校
生
や
中
学
生
が
広
報
の
仕
事
を
体
験

し
ま
す
。
実
際
に
掲
載
す
る
記
事
を
作
成
し
た
り
、
写
真
を

撮
り
広
報
紙
作
成
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
若
い
人
の
広
報
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
ふ
か
う
ら
愛
読
者
の
皆
様
へ

　
い
つ
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
提
供
や
、
取
材
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
制
作
で
き
る
広
報
ふ

か
う
ら
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　町
民
が
主
役
の
広
報
紙

　皆
さ
ん
の
声
を
広
報
紙
で
発
信

　町
の
魅
力
を
発
信

　町
の
ニ
ュ
ー
ス
を

　
　
　
　
　
　
　ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　未
来
の
深
浦
町
を
担
う

　
　
　若
者
へ
広
報
作
成
を
伝
授

平
成
25
年
４
月
号
（
４
・
５
ペ
ー
ジ
抜
粋
）

平
成
26
年
３
月
号
（
２
・
３
ペ
ー
ジ
抜
粋
）
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令和元年11月号（２・３ページ抜粋）

令和２年９月号（２・３ページ抜粋）

平成17年４月号（表紙）

令和元年11月号（２・３ページ抜粋）

令和２年９月号（２・３ページ抜粋）

平成25年７月号
（表紙と２ページ抜粋）

令和２年12月号（２・３ページ抜粋）令和２年12月号（２・３ページ抜粋）

　皆
さ
ん
の
声
を
広
報
紙
で
発
信

　
平
成
17
年
３
月
31
日
に
旧
深
浦
町
と
旧
岩
崎
村
が
合
併
し

「
新
深
浦
町
」
が
誕
生
。
合
併
特
集
号
と
し
て
「
広
報
ふ
か

う
ら
」
の
第
１
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
16
年
８
か
月
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
２
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
事
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
を
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
広
報
紙
は
、
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
当

時
の
町
の
取
り
組
み
や
状
況
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で

す
。
今
月
号
で
は
、
広
報
ふ
か
う
ら
に
掲
載
し
た
い
く
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フィットネスプラザゆとり「温泉施設」部分は、
令和５年３月末の廃止を予定しています。

フィットネスプラザゆとり「温泉施設」部分は、
令和５年３月末の廃止を予定しています。

　町は、産業基盤の整備や福祉政策、教育の振興、生活環境改善等の施策立案に当たって、その目的や効
果、負担と給付のバランス等の検討を行い、議会における審議を経て、事業を実施しています。
　また、継続して行っている様々な事業についても、行政改革の視点から常に検証や見直しを行い、予算
の有効活用と、効果の最適化がなされるよう努めてきています。
　フィットネスプラザゆとり及び、その中核としての温泉施設は、町民の健康維持、高齢者福祉の増進、
憩いの場提供といった公益性がある一方で、温泉利用者と入浴料収入が年々減少し、施設の維持管理に多
額の経費がかかるなど、効果と負担がつりあっているとは言い難い状況にあります。
　こうした状況が続く中で、ゆとり温泉施設の存廃議論が何度かなされてきましたが、このたび、「将来
世代に過大な負担を押し付けてはならない」と判断し、ゆとり温泉施設を廃止する予定といたしました。

１　ゆとり温泉施設廃止を判断した経緯

　ゆとり「温泉施設」部分については、令和４年度末
（R5.3.31）の廃止を予定しています。
　ただし、現在使用している源泉ポンプに不具合が生
じた場合は、廃止時期を前倒しします。

２　ゆとり温泉施設の基本方針

３　ゆとり温泉施設廃止の理由
　（１）人口減少と財政規模縮小

４　今後の取組

フィットネスプラザゆとり「温泉施設」部分は、
令和５年３月末の廃止を予定しています。

　令和２年国勢調査人口速報値は7,346人で、平成27年と比較し、1,083人、12.8％減少。24年後の令和27年の人口は
3,000人程度、高齢化率は69.3％と推計。人口減少とともに、町の主要な財源である地方交付税が減少すると考えられ
ます。

　（２）温泉施設の利用者及び入浴料が減少

　令和２年度の有料入浴者数は18,005人で、平成16年度と比較し、16,853人、48.3％減少。また、令和２年度の入浴料
収入は6,177千円で、平成16年度と比較し、5,565千円､47.4％減少。

　温泉施設の効果を検証しながら、民間事業者との連携による代替施策を検討してまいりますので、皆様の
ご理解をよろしくお願いします。　
　

　（３）ゆとり施設の維持経費が多額

　令和２年度の維持経費の一般会計支出額は46,806千円（委託料算定にあたっては直接収入分（入浴料+高齢者無料
入浴券分）を差し引いているので実際に必要な経費は約57,000千円）
　営業開始から13年経過した平成18年度に、機械設備、建築・電気設備、浄化槽等を対象とした大規模改修事業を総
額60,920千円投じて実施。改修後約15年経過していることから、同規模程度の改修工事が必要な時期となっています。
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　令和２年度の有料入浴者数は18,005人で、平成16年度と比較し、16,853人、48.3％減少。また、令和２年度の入浴料
収入は6,177千円で、平成16年度と比較し、5,565千円､47.4％減少。

　温泉施設の効果を検証しながら、民間事業者との連携による代替施策を検討してまいりますので、皆様の
ご理解をよろしくお願いします。　
　

　（３）ゆとり施設の維持経費が多額

　令和２年度の維持経費の一般会計支出額は46,806千円（委託料算定にあたっては直接収入分（入浴料+高齢者無料
入浴券分）を差し引いているので実際に必要な経費は約57,000千円）
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69.369.3

問合せ先　福祉課
TEL：74－2117

深浦町フィットネスプラザゆとり
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　国天然記念物に指定（2004年９
月30日）されている「北金ヶ沢の
イチョウ」の葉をかたどった「日本
一の大イチョウのまち」と描かれた
モニュメントが、JR北金ヶ沢駅前
に完成し、10月12日、関係者や地
元住民約20人を交えて除幕式が行
われました。
　吉田町長は「地域の活性化に貢献
してきた大イチョウを後世に継承し
ようとモニュメントを制作した。大
イチョウのライトアップの時にも多
くの人に見てもらいたい」と挨拶し
ました。

　

　深浦歴史探訪ウォーキングが10月２日、北金ヶ沢地区と関地区で開催されました。今回は、３港
連携事業（野辺地港、鰺ヶ沢港、深浦港）とタイアップし、町内における北前船ゆかりの文化遺産
や県・町指定文化財を巡りました。参加者の中には、町外在住の方もおり、深浦町の魅力ある歴史
を知りながら、ウォーキングを楽しんでいました。町民の方でも、初めて訪れる文化遺産を目の当
たりにし、感激する場面もありました。
　今後も教育委員会では、ウォーキング事業を通して、健康増進を図るとともに、町内における文
化遺産について知ってもらったり、景色を楽しめたりできるウォーキング事業を進めていきます。
皆様の参加をお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　講師：堀内正人氏、木村大希氏

北金ヶ沢駅に　　　　　　　　　
　　イチョウのモニュメント完成

深浦歴史探訪ウォーキング深浦歴史探訪ウォーキング

「農地の所有権移転・地目変更・転用許可申請」・「遺産分割協議」 等々

住所　038-2501　青森県西津軽郡深浦町大字柳田字築棒沢133番地11

電話・fax　0173－76－2753　　【　青森県行政書士会所属　】

行政事務にかかわる「お悩み」のことについて、お気軽にご相談を!!

行政書士　岩谷　司　事務所

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備
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入居者募集！！入居者募集！！入居者募集！！
所在地　深浦町大字広戸字家野上101-305
名　称　一戸建て
間　取　キッチン他　５室
設　備　冷暖房エアコン・FFストーブ
家　賃　月額３８，０００円
連絡先　深浦町大字深浦字浜町285-1
　　　　宮本アパート　代表　宮本京子 
TEL：0173-74-3117　携帯：080-5554-5559
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住宅用火災警報器の取り付けを行いました住宅用火災警報器の取り付けを行いました

三浦さん（岩崎中１年）全国大会へ

取り付け作業完了を確認 住宅用火災警報器について説明している様子

　鰺ヶ沢地区消防事務組合（深浦町消防署、岩崎分署）では、火災予防運動期間中の２日間、一人
暮らしの高齢者宅を訪問し、住宅用火災警報器の取り付けを実施しました。
　住宅用火災警報器は、（一社）青森県消防設備保安協会から無償譲渡されたもので、今回は町内
３地区（５区・６区・岩崎地区）の一人暮らし高齢者宅へ配布。配布した際に、消防署員が台所や
ストーブ周辺から火事を出さないよう注意を呼びかけました。
　深浦町は住宅用火災警報器の設置率が県内でも低く、消防事務組合では、今後も警報器の設置率
向上を図っていくこととしています。

　三浦佑月さん（岩崎中１年）が、2021年全日本卓球選手権大会（カデットの部）青森県予選会
の女子ダブルスに参加し、見事優勝に輝き、愛知県で行われる全国大会に出場することとなり、表
敬訪問で町長室へ訪れました。
　三浦さんは「９月中は部活やナイター練習ができず、思うように練習ができなかった。その分、
家でトレーニングしてきたので、その成果を発揮したい」と全国への挑戦へ決意を述べました。
　そして10月30日～31日に行われた全国大会では、大舞台にもかかわらず、トーナメント３回戦
進出、ベスト32という結果を残しました。三浦さんは現在中学１年生。今後の活躍に期待がかかり
ます。三浦さん、お疲れ様でした。

深浦診療所つうしん　No.21

「One pill can kill a child」

　お久しぶりです(^▽^)/だんだんと気温も下がり、私にとって子ども達を朝起こすことがさら

に大変な時期がやって来ました。ここ最近の話題は新型コロナウイルスばかりだったので、今

回は全く別のテーマのお話をしたいと思います。最近診療をしていると『血圧の薬がまだある

はずなのに無くなった。』、『薬の数が合わない。』、『間違えて子どもに飲ませてしまっ

た。』など薬の紛失や誤飲させてしまった事例を聞くことが気になっていました。そこで今回

のテーマは『One pill can kill a child』、直訳すると『一錠で子どもを殺すことができる』で

す。突然怖いことを言い出したので読むのをやめてしまう方はちょっと待ってください。恐ろ

しいタイトルですが、とても大事な話なので特に小さなお子様のいる家庭の方等はこのまま最

後まで読んでみて下さい。

　このテーマは小児の中毒に関するお話です。成人になると高血圧、脂質異常症等の生活習慣

病を抱え、それに対し様々な薬を処方されている方も多いかと思います。そんなみなさんが普

段飲みなれた薬の中にも小児にとっては成人用１錠で致命的になる薬があるということを知っ

ていただき、改めて薬の管理の徹底をお願いしたいということが今回の目的です。

　小児救急ではこの危険な薬をその頭文字を取って、『ABC GET MOM』と覚えています。

それぞれの頭文字が何を指すかは興味がある方は是非ネット検索してみて下さい。今回は薬の

名前を伝えても、ご自身が飲まれている薬がそれかどうかは判断つかない方もいらっしゃると

思います。そこで以下のような薬を飲んでいる方はご自身の飲んでいる薬が小児にとって致命

的になるかもしれないと常に注意して下さい。

☆小児に致命的になる可能性のある薬剤☆

降圧剤（血圧を下げる薬）、抗不整脈薬（心臓のリズムを整える薬）、抗凝固薬（血をサ
ラサラにする薬）、血糖降下薬（糖尿病の薬）、抗うつ薬・抗精神病薬（安定剤）、抗痙
攣薬（けいれん止め）、気管支拡張薬（ぜん息の薬）、総合感冒薬（かぜ薬）、勃起不全
治療薬、樟脳（防腐剤）　　　…等

これらの薬を誤って子どもが服用すると、意識障害や不整脈、血圧低下、呼吸不全等を引き起

こし、死に至る場合もあります。誤って服用しないように、子どもの手の届かないところに置

くなど、何度も言いますが管理を徹底してください。服用してしまった場合は、診療所等の医

療機関に必ず相談するようにしてください。また、応急処置として粘膜保護を目的とし、牛乳

（15mL/㎏（例：体重10㎏の子どもであれば150mL））を飲ませることも有効と言われていま

す。ただし、樟脳だけは牛乳は絶対に飲ませないでください。(※樟脳は脂溶性のため、

動物性脂肪の含まれた牛乳では吸収を逆に加速させてしまいます。)

　まとめると、薬は無くさないでくださいねという一言になります。(^▽^)/

さらに基本無くした場合の再処方は全額実費になりますからね。お金もかかります

よ!!

　

深浦診療所　医員　島 田 雅 仁

しょう のう

しょうのう

ご自身の健康を守りつつ、子ども達の未来を守るためにご協力を宜しくお願い
致します。
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●
ご
紹
介
す
る
内
容

　

　
今
回
は
、
修
道
小
学
校
の
防
災
教
育

推
進
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
活
動

は
、
青
森
県
が
東
日
本
大
震
災
で
の
学

校
防
災
体
制
を
教
訓
と
し
て
、
同
小
学

校
を
含
め
県
内
６
校
を
モ
デ
ル
校
と
し

て
指
定
し
、
２
か
年
計
画
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
そ
の
活
動
目
標
は
、
モ
デ
ル
校
と
地

域
と
が
連
携
し
て
両
者
の
知
見
を
活
か

し
な
が
ら
防
災
教
育
活
動
を
行
い
、
子

供
達
の
災
害
時
の
生
き
抜
く
力
を
養
う

事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

こ
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

周
辺
校
へ
波
及
さ
せ
る
こ
と
も
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

　
修
道
小
学
校
で
は
、
今
年
春
か
ら
青

森
県
教
育
委
員
会
や
関
・
北
金
ヶ
沢
地

区
自
治
会
並
び
に
活
動
を
支
援
す
る
部

外
団
体
と
の
検
討
会
を
３
回
行
い
、
先

般
10
月
13
日
に
、
中
間
的
な
成
果
確
認

と
し
て
、
全
校
児
童
に
よ
る
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
、
児

童
の
保
護
者
や
関
・
北
金
ヶ
沢
地
区
自

治
会
役
員
も
参
加
し
て
、
地
域
と
の
連

携
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
防
災
訓
練
の
内
容
に
つ
い

て
、
簡
単
に
御
紹
介
し
ま
す
。

●
避
難
〜
避
難
所
設
営
（
前
段
訓
練
）

　
授
業
中
に
大
地
震
が
発
生
し
た
と
の

想
定
に
基
づ
き
、
全
校
が
北
金
ヶ
沢
防

災
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
へ
約
６
分
で
避
難

完
了
し
ま
し
た
。
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
は

地
区
住
民
の
一
部
が
避
難
し
て
い
る
も

の
の
、
自
治
会
や
役
場
職
員
は
ま
だ
到

着
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
修
道
小
学
校
が
町
か
ら
預
か
っ
て

い
る
合
鍵
で
入
り
口
を
開
放
し
、
応
急

的
に
避
難
所
の
開
設
準
備
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
（
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
検

討
会
に
お
い
て
合
意
し
た
も
の
）

　
始
め
に
、
高
学
年
の
避
難
所
委
員
会

本
部
役
の
児
童
が
、
前
も
っ
て
作
成
し

て
お
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
２
〜

４
人
の
組
に
分
か
れ
た
児
童
に
手
渡
し

て
役
割
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
が
避

難
者
の
健
康
状
態
の
確
認
、
施
設
の
安

全
確
認
、
清
掃
、
部
屋
割
り
、
消
毒
、

受
付
準
備
等
を
手
分
け
を
し
て
、
約
25

分
間
で
開
設
準
備
を
終
え
ま
し
た
。

●
避
難
者
受
け
入
れ
（
前
段
訓
練
）

　
避
難
者
の
受
け
入
れ
開
始
で
す
。

　
関
・
北
金
ヶ
沢
両
自
治
会
長
が
同
校

が
準
備
し
た
受
付
に
合
流
し
、
保
護
者

や
自
治
会
役
員
が
避
難
者
と
な
り
、
名

前
を
登
録
し
た
後
、
児
童
に
案
内
さ
れ

体
育
館
の
避
難
エ
リ
ア
に
避
難
し
ま
し

た
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
妊
娠
し
て
い

る
女
性
役
の
要
配
慮
者
を
よ
り
環
境
が

良
い
集
会
室
へ
案
内
す
る
な
ど
、
避
難

者
の
状
況
に
応
じ
て
落
ち
着
い
て
案
内

し
て
い
ま
し
た
。
低
学
年
を
含
め
全
員

避
難
し
た
と
こ
ろ
で
前
段
の
訓
練
を
無

事
終
え
ま
し
た
。

アプリで簡単！
防災放送の内容が確認できます！

下記QRからインストールしてください。詳しい設定方法は４月16日発行の
「深浦町防災行政情報伝達システム」紹介パンフレットをご確認ください。

アンドロイド用 iPhone用

アクションカードにより役割分担

修道小及び支援団体等の検討会

自治会と連携し受付開始避難区分ごとに受け入れ完了

「肘を伸ばして体重を、、」
ちゃんとできてますね！

担架の展開要領を教えてもらう

プライバシーテントも完成間近

「お先に失礼！」何とか耐えてます

●
応
急
手
当
体
験
及
び
避
難
所
就
寝
体

験
（
後
段
訓
練
）

　
後
段
訓
練
は
、
前
段
の
想
定
か
ら
は

離
れ
て
、
災
害
時
や
日
常
生
活
に
お
い

て
も
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
応
急
手

当
や
、
避
難
所
で
の
生
活
を
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
応
急
手
当
体
験
で
は
、
日

本
赤
十
字
社
の
講
師
か
ら
止
血
法
、
傷

病
者
の
担
架
搬
送
、
心
肺
蘇
生
及
び
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど
を
教
わ
り
、
役
に
立

つ
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
課
目
は
、
避
難
所
就
寝

体
験
と
し
て
、
災
害
時
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
テ
ン
ト
の
設
置
方
法
と
段
ボ
ー
ル

箱
ベ
ッ
ド
の
作
成
を
体
験
し
ま
し
た
。

　　
こ
の
内
、
ベ
ッ
ド
の
作
成
体
験
で
は
、

児
童
７
〜
８
人
が
一
つ
の
班
と
な
っ
て

小
さ
な
段
ボ
ー
ル
箱
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
止
め
て

い
き
、
一
個
の
ベ
ッ
ド
を
作
成
し
、
子

供
２
、
３
人
で
寝
て
強
度
を
確
認
し
た

り
、
寝
心
地
を
体
験
し
て
、
楽
し
そ
う

に
記
憶
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

●
ま
と
め

　
今
回
の
訓
練
は
、
修
道
小
学
校
の
先

生
方
が
企
画
の
段
階
か
ら
、
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
い
た
避
難
経
路
の
安
全
性
等

を
再
検
証
し
た
り
、
子
供
た
ち
に
必
要

な
対
応
力
は
何
か
？
等
々
、
色
々
試
行

し
な
が
ら
訓
練
に
至
り
ま
し
た
。
特
に
、

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
の
避

難
所
開
設
準
備
は
、
子
供
達
や
大
人
に

と
っ
て
も
初
め
て
で
あ
り
、
苦
労
が
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
研
修
に
参

加
し
た
保
護
者
や
自
治
会
役
員
の
方
々

も
、
参
考
に
な
る
部
分
が
多
々
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
筆
者
自
身

も
、
大
い
に
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
、
筆
者
は
避
難
所
就
寝

体
験
の
講
師
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、

子
供
た
ち
の
真
剣
か
つ
楽
し
そ
う
に
取

り
組
む
姿
が
印
象
的
で
、
大
い
に
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
町
内
の
各
学
校
体
育
館
が

避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
想
定
の
様
に
、
災
害
時
に
各
学

校
側
が
必
ず
避
難
所
開
設
の
準
備
を
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
モ
デ
ル
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
改
め
て
、
大
災
害
に
お
い
て
役
場
が

物
理
的
に
避
難
所
を
立
ち
上
げ
ら
れ
な

い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
中
、
誰
が
何
を

出
来
る
の
か
、
考
え
て
み
る
機
会
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
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介
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介
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も
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で
す
。
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の
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目
標
は
、
モ
デ
ル
校
と
地

域
と
が
連
携
し
て
両
者
の
知
見
を
活
か

し
な
が
ら
防
災
教
育
活
動
を
行
い
、
子

供
達
の
災
害
時
の
生
き
抜
く
力
を
養
う

事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

こ
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

周
辺
校
へ
波
及
さ
せ
る
こ
と
も
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

　
修
道
小
学
校
で
は
、
今
年
春
か
ら
青

森
県
教
育
委
員
会
や
関
・
北
金
ヶ
沢
地

区
自
治
会
並
び
に
活
動
を
支
援
す
る
部

外
団
体
と
の
検
討
会
を
３
回
行
い
、
先

般
10
月
13
日
に
、
中
間
的
な
成
果
確
認

と
し
て
、
全
校
児
童
に
よ
る
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
、
児

童
の
保
護
者
や
関
・
北
金
ヶ
沢
地
区
自

治
会
役
員
も
参
加
し
て
、
地
域
と
の
連

携
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
防
災
訓
練
の
内
容
に
つ
い

て
、
簡
単
に
御
紹
介
し
ま
す
。

●
避
難
〜
避
難
所
設
営
（
前
段
訓
練
）

　
授
業
中
に
大
地
震
が
発
生
し
た
と
の

想
定
に
基
づ
き
、
全
校
が
北
金
ヶ
沢
防

災
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
へ
約
６
分
で
避
難

完
了
し
ま
し
た
。
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
は

地
区
住
民
の
一
部
が
避
難
し
て
い
る
も

の
の
、
自
治
会
や
役
場
職
員
は
ま
だ
到

着
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
修
道
小
学
校
が
町
か
ら
預
か
っ
て

い
る
合
鍵
で
入
り
口
を
開
放
し
、
応
急

的
に
避
難
所
の
開
設
準
備
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
（
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
検

討
会
に
お
い
て
合
意
し
た
も
の
）

　
始
め
に
、
高
学
年
の
避
難
所
委
員
会

本
部
役
の
児
童
が
、
前
も
っ
て
作
成
し

て
お
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
２
〜

４
人
の
組
に
分
か
れ
た
児
童
に
手
渡
し

て
役
割
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
が
避

難
者
の
健
康
状
態
の
確
認
、
施
設
の
安

全
確
認
、
清
掃
、
部
屋
割
り
、
消
毒
、

受
付
準
備
等
を
手
分
け
を
し
て
、
約
25

分
間
で
開
設
準
備
を
終
え
ま
し
た
。

●
避
難
者
受
け
入
れ
（
前
段
訓
練
）

　
避
難
者
の
受
け
入
れ
開
始
で
す
。

　
関
・
北
金
ヶ
沢
両
自
治
会
長
が
同
校

が
準
備
し
た
受
付
に
合
流
し
、
保
護
者

や
自
治
会
役
員
が
避
難
者
と
な
り
、
名

前
を
登
録
し
た
後
、
児
童
に
案
内
さ
れ

体
育
館
の
避
難
エ
リ
ア
に
避
難
し
ま
し

た
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
妊
娠
し
て
い

る
女
性
役
の
要
配
慮
者
を
よ
り
環
境
が

良
い
集
会
室
へ
案
内
す
る
な
ど
、
避
難

者
の
状
況
に
応
じ
て
落
ち
着
い
て
案
内

し
て
い
ま
し
た
。
低
学
年
を
含
め
全
員

避
難
し
た
と
こ
ろ
で
前
段
の
訓
練
を
無

事
終
え
ま
し
た
。

アプリで簡単！
防災放送の内容が確認できます！

下記QRからインストールしてください。詳しい設定方法は４月16日発行の
「深浦町防災行政情報伝達システム」紹介パンフレットをご確認ください。

アンドロイド用 iPhone用

アクションカードにより役割分担

修道小及び支援団体等の検討会

自治会と連携し受付開始避難区分ごとに受け入れ完了

「肘を伸ばして体重を、、」
ちゃんとできてますね！

担架の展開要領を教えてもらう

プライバシーテントも完成間近

「お先に失礼！」何とか耐えてます

●
応
急
手
当
体
験
及
び
避
難
所
就
寝
体

験
（
後
段
訓
練
）

　
後
段
訓
練
は
、
前
段
の
想
定
か
ら
は

離
れ
て
、
災
害
時
や
日
常
生
活
に
お
い

て
も
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
応
急
手

当
や
、
避
難
所
で
の
生
活
を
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
応
急
手
当
体
験
で
は
、
日

本
赤
十
字
社
の
講
師
か
ら
止
血
法
、
傷

病
者
の
担
架
搬
送
、
心
肺
蘇
生
及
び
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど
を
教
わ
り
、
役
に
立

つ
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
課
目
は
、
避
難
所
就
寝

体
験
と
し
て
、
災
害
時
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
テ
ン
ト
の
設
置
方
法
と
段
ボ
ー
ル

箱
ベ
ッ
ド
の
作
成
を
体
験
し
ま
し
た
。

　　
こ
の
内
、
ベ
ッ
ド
の
作
成
体
験
で
は
、

児
童
７
〜
８
人
が
一
つ
の
班
と
な
っ
て

小
さ
な
段
ボ
ー
ル
箱
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
止
め
て

い
き
、
一
個
の
ベ
ッ
ド
を
作
成
し
、
子

供
２
、
３
人
で
寝
て
強
度
を
確
認
し
た

り
、
寝
心
地
を
体
験
し
て
、
楽
し
そ
う

に
記
憶
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

●
ま
と
め

　
今
回
の
訓
練
は
、
修
道
小
学
校
の
先

生
方
が
企
画
の
段
階
か
ら
、
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
い
た
避
難
経
路
の
安
全
性
等

を
再
検
証
し
た
り
、
子
供
た
ち
に
必
要

な
対
応
力
は
何
か
？
等
々
、
色
々
試
行

し
な
が
ら
訓
練
に
至
り
ま
し
た
。
特
に
、

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
の
避

難
所
開
設
準
備
は
、
子
供
達
や
大
人
に

と
っ
て
も
初
め
て
で
あ
り
、
苦
労
が
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
研
修
に
参

加
し
た
保
護
者
や
自
治
会
役
員
の
方
々

も
、
参
考
に
な
る
部
分
が
多
々
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
筆
者
自
身

も
、
大
い
に
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
、
筆
者
は
避
難
所
就
寝

体
験
の
講
師
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、

子
供
た
ち
の
真
剣
か
つ
楽
し
そ
う
に
取

り
組
む
姿
が
印
象
的
で
、
大
い
に
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
町
内
の
各
学
校
体
育
館
が

避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
想
定
の
様
に
、
災
害
時
に
各
学

校
側
が
必
ず
避
難
所
開
設
の
準
備
を
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
モ
デ
ル
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
改
め
て
、
大
災
害
に
お
い
て
役
場
が

物
理
的
に
避
難
所
を
立
ち
上
げ
ら
れ
な

い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
中
、
誰
が
何
を

出
来
る
の
か
、
考
え
て
み
る
機
会
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
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　日本高血圧学会高血圧治療ガイドラインでは、

家庭での血圧が重要とされ、一般成人では

125/75以下、75歳以上の高齢者では135/85以

下が正常とされています。ただし、この基準は日

本人の食文化が味噌・醤油・塩中心のため、欧米

基準と比べると最も甘い基準と言われています。

　我が国の高血圧症の割合は成人の約50%とい

われており、原因の1番は塩分過多です。国の定

める1日塩分摂取量は男性7.5g以下、女性6.5g以

下ですが青森県の平均塩分摂取量は10.5gと日本

一です。さらに当院での特定健診時の推定1日塩

分摂取量は男性16.1g、女性13.8gと全国でもダ

ントツ1位です。

　ラーメン屋さんに行き、無料の漬物に醤油をか

け、さらにラーメンスープ全量飲んでいません

か？それだけで塩分10～12g位摂取となり1日塩

分量を超えています。

　食事の塩分量の表を示します。

　塩分の取りすぎによる高血圧症は、薬を飲んで

も正常血圧維持は困難です。病気の原因となる塩

分制限により血圧正常化さらには薬中止にいたる

患者さんも多数います。

　本日から減塩しましょう！！

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

減塩で高血圧症を改善！

健康
万歩計
健康
万歩計

『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

　いわゆる生活習慣病のひとつでもある「糖尿病」。日本では、約1,870万人、成人の6人に１人

が、糖尿病の疑いがあるといわれています。そこで、今回は、糖尿病とはどんな病気か、ならない

ためにはどうしたらよいのかをお話します。

糖尿病とはどんな病気？

　人間の身体には、全身の細胞のエネルギーとして利用されるために、血液中のブドウ糖（＝血

糖）が存在しています。血糖が細胞に入り込み、エネルギーになる過程は、「インスリン」という

ホルモンによってコントロールされています。

　糖尿病とは、このインスリンの作用不足により高血糖が慢性的に続く病気です。自己免疫疾患な

どが原因で、インスリンが分泌されなくなる1型糖尿病と、遺伝要因に、過食や運動不足などの生

活習慣が重なり発症する2型糖尿病があります。糖尿病の多くは2型糖尿病です。

糖尿病の症状と合併症

　糖尿病は、初期の段階では無症状であることも多いです。しかし、糖尿病が進行すると、下記の

ような症状が現れてきます。

□のどが渇いて水分をほしがる　　□手足にしびれやむくみがおきる

□尿の回数や量が増える　　　　　□視力がおちて矯正しにくい

□疲れやすい　　　　　　　　　　□理由もなく急にやせる

　さらに進行すると、「合併症」と呼ばれる症状も現れます。糖尿病の三大合併症は、糖尿病網膜

症、糖尿病性腎症、糖尿病神経障害といわれています。このような状態になる前に、生活習慣を見

直して糖尿病を予防しましょう！

糖尿病予防の基本は「運動」と「食事」

予防①血糖値が高くなるようなことを控える→つまり「食事」

　食べ過ぎや飲みすぎは、直接的に血糖値を高くする一番の原因です。食べ過ぎや飲みすぎ、間

食、夜食を控え、適切な量で、栄養バランスの良い食事をとることが、糖尿病の予防につながりま

す。

予防②血糖を効率よく利用できる体質にする→つまり「運動」

　肥満、特に内臓脂肪肥満では、インスリンの働きが悪くなり、血糖値が高くなりやすくなりま

す。インスリンの働きをよくするためには、体重を適正にコントロールすることと、積極的に運動

を行うこと、日頃から身体をよく動かすことが大切です。

【問合せ先】　　 健康推進課　 　TEL ８２－０２８８

糖尿病を予防しよう！

對　馬　史　博　先生
駅前クリニック　院長

今月のドクター

醤油ラーメン

6～ 10g

梅干し

1.5 ～ 4g

サンマ

1.5 ～ 2g

握り寿司

4～ 5g

味噌ラーメン

7～ 11g

カレーライス

3.5 ～ 4g

紅サケ

1.5 ～ 3g

食パン 1枚

0.8g

カップ麺

5～ 9g

かつ丼

7～ 9g

ハンバーグ

3～ 4g

サンドイッチ

2.5g

検索

月 火 水

休診

休診 休診

木 金 土 祝日日

9:00～11:30

3:00～5:30

午
前

午
後

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10:00
12:00

1:00
3:00
〜

〜

○ ○ ○ ○
3:00
5:00
〜
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食、夜食を控え、適切な量で、栄養バランスの良い食事をとることが、糖尿病の予防につながりま

す。

予防②血糖を効率よく利用できる体質にする→つまり「運動」

　肥満、特に内臓脂肪肥満では、インスリンの働きが悪くなり、血糖値が高くなりやすくなりま

す。インスリンの働きをよくするためには、体重を適正にコントロールすることと、積極的に運動

を行うこと、日頃から身体をよく動かすことが大切です。

【問合せ先】　　 健康推進課　 　TEL ８２－０２８８

糖尿病を予防しよう！

對　馬　史　博　先生
駅前クリニック　院長

今月のドクター

醤油ラーメン

6～ 10g

梅干し

1.5 ～ 4g

サンマ

1.5 ～ 2g

握り寿司

4～ 5g

味噌ラーメン

7～ 11g

カレーライス

3.5 ～ 4g

紅サケ

1.5 ～ 3g

食パン 1枚

0.8g

カップ麺

5～ 9g

かつ丼

7～ 9g

ハンバーグ

3～ 4g

サンドイッチ

2.5g

検索

月 火 水

休診

休診 休診

木 金 土 祝日日

9:00～11:30

3:00～5:30

午
前

午
後

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10:00
12:00

1:00
3:00
〜

〜

○ ○ ○ ○
3:00
5:00
〜
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短
歌

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《10月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,591人
　3,992人
　7,583人
　3,615世帯

（－12）
（－ 8）
（－20）
（－11）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

西

　﨑
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　内

　隆
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）
風

合
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一
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　一
（
90
）
風

合

瀬

若

　﨑

　
　忠

　（
94
）
田

野

沢

小

　野

　政

　衛
（
72
）
田

野

沢

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
広
報
ふ
か
う
ら
は
２
０
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
町
民
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
何
か
夢
中
に
な
っ
た
り
、

目
標
や
夢
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ス
ポ
ー
ツ
に
夢
中

に
な
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
が
好
き
で
毎
日
や

っ
て
た
り
、
料
理
を
作
っ
た
り
。
毎
日
の

生
活
で
何
気
な
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

で
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば
塵
積
っ
て
山
と

な
る
。
時
間
は
か
か
る
け
ど
コ
ツ
コ
ツ
と

取
り
組
ん
で
い
く
と
自
分
の
成
長
、
ま
た

は
結
果
に
繋
が
り
ま
す
。
結
果
を
早
く
出

そ
う
と
焦
っ
て
や
っ
て
も
、
一
時
的
な
結

果
で
そ
の
あ
と
は
続
か
な
い
。
成
功
の
近

道
は
コ
ツ
コ
ツ
と
、
地
道
に
取
り
組
み
続

け
る
事
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
私
も
昔

か
ら
ず
っ
と
取
り
組
み
続
け
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
成
果
を
発
揮
す
る
と

き
が
や
っ
と
訪
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
で

す
。
こ
の
日
の
結
果
で
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
が
決
ま
り
ま
す
。
終
わ
っ
た
ら
、
「
よ

く
頑
張
っ
た
」
と
自
分
に
ハ
グ
し
た
い
と

思
い
ま
す
（
笑
）
さ
あ
、
頑
張
る
ぞ
。
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や
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に
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史
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大
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（
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深
校
だ
よ
り

芸
術
鑑
賞
教
室

　
10
月
４
日
に
芸
術
鑑
賞
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
教
員
の
お
す

す
め
作
品
で
あ
る
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の
二
つ
の
う
ち
、
生
徒
は
ど
ち
ら
か
一
つ
観

た
い
方
を
選
ん
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
西
﨑
　
未
空
】

　
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
観
て
、
自
分
の
気
持

ち
を
信
じ
て
生
活
す
れ
ば
、
き
っ
と
い
い
こ
と
が
起
き
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
は
親
の
い
い
な
り
で
あ
っ
た
子
ど

も
達
が
、
主
人
公
の
お
か
げ
で
歌
を
知
り
、
自
分
の
気
持
ち
を

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
シ
ー
ン
が
印
象
的
で
し
た
。

ド
レ
ミ
の
歌
の
由
来
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
坂
崎
　
優
杏
】

　
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
を
観
て
、
と
て
も
切
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
婚
約
者

の
い
る
ロ
ー
ズ
が
、
周
り
か
ら
の
声
や
困

難
が
あ
り
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
ジ
ャ
ッ

ク
を
愛
し
続
け
た
様
子
を
み
て
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
で
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
そ
の

人
を
強
く
し
、
考
え
方
や
と
ら
え
方
も
次

第
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　
10
月
９
日
、
２
年
次
の
生
徒
が
観
光
客
を
案
内
す
る
コ
ー
ス

を
考
案
し
、
実
際
に
ガ
イ
ド
を
行
う
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

（
主
催
：
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
観

光
客
が
不
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
深
浦
町
役
場
の
職
員
の
方

が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
実
際
に
観
光
客
を
案
内

す
る
よ
う
に
白
神
山
地
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
三
上
　
航
平
】

　
私
は
、
観
光
客
に
深
浦
町
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
事
前
に
深

浦
町
の
観
光
名
所
や
グ
ル
メ
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
か
ら
、
人
前
で
発
表
す
る
と
き
は
事
前
に
情
報
収
集
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
発
表
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
こ
と
を
生
か
し
て
情
報
収
集
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
２
年
次
　
村
上
　
舞
歩
】

　
観
光
客
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
深
浦

町
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
に
も
伝
わ
る
よ

う
に
発
表
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
写
真
を
紹
介

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、
自
分
が
知
ら
な
い
深

浦
町
の
情
報
や
、
白
神
山
地
の
歴
史
、
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
11
・
12
月
の
行
事
予
定
】

11
月
24
日
㈬
　
後
期
生
徒
総
会

11
月
30
日
㈫
〜
12
月
３
日
㈮
　
２
学
期
期
末
考
査

12
月
９
日
㈫
　
総
合
的
な
探
究
の
時
間
校
内
発
表
会

12
月
15
日
㈬
〜
17
日
㈮
　
２
年
次
修
学
旅
行

12
月
20
日
㈮
　
２
学
期
終
業
式

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

12月生まれのお子さんの写真を
募集します！
12月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！ 12月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和３年12月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は今月の末日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

戸
籍

窓
の
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を
観
て
、
自
分
の
気
持

ち
を
信
じ
て
生
活
す
れ
ば
、
き
っ
と
い
い
こ
と
が
起
き
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
は
親
の
い
い
な
り
で
あ
っ
た
子
ど

も
達
が
、
主
人
公
の
お
か
げ
で
歌
を
知
り
、
自
分
の
気
持
ち
を

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
シ
ー
ン
が
印
象
的
で
し
た
。

ド
レ
ミ
の
歌
の
由
来
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
坂
崎
　
優
杏
】

　
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
を
観
て
、
と
て
も
切
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
婚
約
者

の
い
る
ロ
ー
ズ
が
、
周
り
か
ら
の
声
や
困

難
が
あ
り
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
ジ
ャ
ッ

ク
を
愛
し
続
け
た
様
子
を
み
て
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
で
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
そ
の

人
を
強
く
し
、
考
え
方
や
と
ら
え
方
も
次

第
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　
10
月
９
日
、
２
年
次
の
生
徒
が
観
光
客
を
案
内
す
る
コ
ー
ス

を
考
案
し
、
実
際
に
ガ
イ
ド
を
行
う
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

（
主
催
：
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
観

光
客
が
不
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
深
浦
町
役
場
の
職
員
の
方

が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
実
際
に
観
光
客
を
案
内

す
る
よ
う
に
白
神
山
地
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
三
上
　
航
平
】

　
私
は
、
観
光
客
に
深
浦
町
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
事
前
に
深

浦
町
の
観
光
名
所
や
グ
ル
メ
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
か
ら
、
人
前
で
発
表
す
る
と
き
は
事
前
に
情
報
収
集
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
発
表
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
こ
と
を
生
か
し
て
情
報
収
集
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
２
年
次
　
村
上
　
舞
歩
】

　
観
光
客
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
深
浦

町
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
に
も
伝
わ
る
よ

う
に
発
表
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
写
真
を
紹
介

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、
自
分
が
知
ら
な
い
深

浦
町
の
情
報
や
、
白
神
山
地
の
歴
史
、
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
11
・
12
月
の
行
事
予
定
】

11
月
24
日
㈬
　
後
期
生
徒
総
会

11
月
30
日
㈫
〜
12
月
３
日
㈮
　
２
学
期
期
末
考
査

12
月
９
日
㈫
　
総
合
的
な
探
究
の
時
間
校
内
発
表
会

12
月
15
日
㈬
〜
17
日
㈮
　
２
年
次
修
学
旅
行

12
月
20
日
㈮
　
２
学
期
終
業
式

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

12月生まれのお子さんの写真を
募集します！
12月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！ 12月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和３年12月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は今月の末日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

戸
籍

窓
の
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発
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画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/
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二
人
の
プ
ラ
イ
ド

　
に
顔
絵
は
太
宰
治
で
す
。
読
み
聞

か
せ
団
体
か
ら
依
頼
さ
れ
た
悪
ノ
リ

の
一
枚
で
す
。

　
太
宰
は
深
浦
に
も
縁
あ
る
、
郷
土

が
誇
る
一
流
作
家
で
す
。
誰
も
が
一

度
は
通
る
「
青
春
の
門
」、
私
も
若

い
頃
、
太
宰
作
品
に
ハ
マ
っ
て
熱
に

浮
か
さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
短
編
「
東
京
八
景
」
に
、
次

の
よ
う
な
文
が
あ
り
ま
す
。

「
人
間
の
プ
ラ
イ
ド
の
究
極
の
立
脚

点
は
、
あ
れ
に
も
こ
れ
に
も
死
ぬ
ほ

ど
苦
し
ん
だ
事
が
あ
り
ま
す
、
と
言

い
切
れ
る
自
覚
で
は
な
い
か
。
」

　
な
る
ほ
ど
、
苦
し
み
ぬ
い
た
経
験

を
土
台
に
本
物
の
プ
ラ
イ
ド
が
生
ま

れ
る
。
そ
の
通
り
！
　
大
し
て
誇
れ

る
実
績
も
な
い
の
に
自
己
愛
に
溺
れ

る
若
者
、
大
し
て
努
力
も
し
て
い
な

い
の
に
ア
ピ
ー
ル
力
だ
け
は
強
い
子

ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
た
い
セ
リ
フ
で

す
。

　
プ
ラ
イ
ド
な
ん
か
捨
て
ろ
、
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
全
て
捨
て
る
と
「
卑

屈
」
に
な
り
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
苦
し
み
な
が
ら
も
真
摯
に
仕
事
に

向
か
う
自
分
に
つ
い
て
は
、
こ
っ
そ

り
、
で
も
胸
を
張
っ
て
プ
ラ
イ
ド
を

持
つ
べ
き
で
す
。
で
も
、
自
分
に
自

信
を
持
ち
過
ぎ
た
時
点
で
、
人
は
成

長
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。
常
に
向

上
心
を
胸
に
秘
め
つ
つ
、
で
も
私
は

ま
だ
ま
だ
と
省
み
る
。
そ
の
「
謙
虚

さ
」
が
プ
ラ
イ
ド
を
形
造
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ド
と
謙
虚
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
難
し
い
。

　
つ
い
で
に
、
お
と
な
り
岩
手
県
の

詩
人
石
川
啄
木
に
登
場
願
い
ま
す
。

啄
木
は
、
感
傷
的
な
悲
劇
の
詩
人
。

一
般
的
に
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し

ょ
う
か
。
こ
ん
な
強
烈
な
句
も
あ
り

ま
す
。

「
一
度
で
も
我
に
頭
を
下
げ
さ
せ
し

人
み
な
死
ね
と
い
の
り
て
し
こ
と
」

　
頭
を
下
げ
さ
せ
た
人
は
皆
死
ね
。

極
端
す
ぎ
る
自
己
愛
と
プ
ラ
イ
ド
で

す
。
実
は
啄
木
は
、
自
分
の
才
能
を

買
い
か
ぶ
り
周
囲
と
衝
突
を
繰
り
返

す
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
で
す
。
金
使

い
も
汚
く
、
女
性
依
存
も
見
苦
し
く
、

大
ウ
ソ
つ
き
で
世
慣
れ
た
ワ
ル
。
こ

れ
が
定
説
で
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
道
を
歩
ん
で

し
ま
っ
た
の
か
。
こ
ん
な
句
も
よ
ん

で
い
ま
す
。

「
父
母
の
あ
ま
り
過
ぎ
た
る
愛
育
に

か
く
風
狂
の
児
と
な
り
し
か
な
」
　

　
両
親
の
溺
愛
の
せ
い
で
大
バ
カ
者

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
、
と
い
う
自

己
分
析
。
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
し

ょ
せ
ん
責
任
転
嫁
で
す
。

　
啄
木
に
足
り
な
か
っ
た
の
は
、
結

局
「
謙
虚
さ
」
で
す
。

　
そ
の
人
生
に
は
眉
を
ひ
そ
め
る
部

分
も
あ
る
二
人
で
す
が
、
プ
ラ
イ
ド

に
つ
い
て
は
、
わ
が
太
宰
に
軍
配
を

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
長
　
草
創
　
文
人
）

草
創
教
育
長
の

　
　
　「
今
月
の
一
枚
」

（左から）

　あ さ り　ゆ　　あさん（５さい）
　やまざき　ゆ ず きくん（５さい）
　く ど う　そ う しくん（４さい）
　こ じ ま　そ う たくん（６さい）
　お　　の　し お りさん（５さい）
　さくらば　ゆうしんくん（６さい）

めぐみ子ども園のなかよしたち

「世界に一つだけの　　　
　　　　　　手作り絵本」

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、お
誕生日を迎えたチビッ
コ達をご紹介します

西崎ほのかちゃん
（舮作）　R２／11／３生

「笑顔が最高！
仲良し姉妹になってね　」




